
キーワード：

Keywords:

DESTINY+ミッション：小型衛星による流星群母天体フライバイ

DESTINY+ mission: Flyby to Meteor Shower Parent Bodies
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　JAXAの次期小型科学衛星プロジェクトに提案中の深宇宙探査技術実証機DESTINY+ミッションでは，流星群

母天体のフライバイ観測を目指しており、最優先探査標的天体はふたご座流星群母天体の小惑星Phaethonで

ある。母船（DESTINY+本体）及び母船から放出される超小型機（PROCYON-mini）にそれぞれ可視近赤外カ

メラおよびダストアナライザを搭載し、惑星間ダスト、星間ダスト、ダストトレイル、Phaethon周辺ダスト

の物理化学特性のその場観測及びPhaethon表層の地形および表層物質の分光観測を行う。本稿では、本

ミッションの科学的意義及び得られる科学的成果及び波及効果について述べる。
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